
教科・科
目等

目標

使用教材

評価
方法

学期

1

2

3

学習上の
留意点

教科書　「教育出版　書道Ⅰ」
実技道具（大筆・小筆・仮名筆・各種紙・墨・硯など）

科目の年間授業計画（シラバス）

芸術：書道Ⅰ（選択必履修） 単位数　２　単位　 履修年次　１　年次

感性を高め、書の伝統と文化と豊かに関わる資質・能力を身に付けるために、書の表現の方法
や形式などについて幅広く理解し、効果的に表現するための基礎的な能力を習得する。また、意
図に基づいて構想し表現を工夫することで、書の美を味わい捉え、生涯にわたり書を愛好する心
情を身に付ける。

評価の観
点・評価
規準

（知識・技能） （思考・判断・表現） （主体的に学習に取り組む態度）

書の表現の方法や形式、多様
性などについて幅広く理解する
とともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的
に表現するための基礎的な能
力を身に付けている。

書のよさや美しさを感受し、意
図に基づいて構想し表現を工
夫したり、作品や書の伝統と文
化の意味や価値を考え、書の
美を味わい捉えたりしている。

主体的に書の幅広い活動に取
組み、生涯にわたり書を愛好す
る心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化と豊かに
関わり表現及び鑑賞の創造的
活動に取り組もうとしている。

５　知識や技能を得たり生かしたりしながら、漢
字仮名交じりの書について学習する。
　（１）創作　（２）鑑賞

６　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが
ら、作品を鑑賞する。
　（１）文士の書　（２）生活や社会の中の書

５　２、３、４で習得した知識・技能を生かし、書き
たい言葉のイメージに合わせて紙面構成や用
具・用材を考え、主体的に構想し、自己表現す
る。また、作品を相互鑑賞し、各作品の価値や
表現の多様性など感じ取ったことを言葉で表現
する力を身に付ける。
６　独自の個性や美意識から生み出された文士
の筆跡を鑑賞することで、書の文化や芸術の視
野を広げる。また、生活や社会の中の書につい
て知り、それらの効用について考え、表現する。

・使用教材の準備、管理、片付けをきちんと行う。
・お互いを尊重し、各自の個性を認め合いながら、感性を高めていく。
・本講座授業時間中に限り、ジャージ等の汚れても良い服を着用できる。

評価の観点・評価規準を踏まえ、古典の理解、技能、構成や表現の工夫、作品の鑑賞、相互評
価などの他、日々の授業態度、準備物・提出物の状況などを含め、総合的に評価する。

学習内容 学習のねらい

１　書写から書道へ

２　知識や技能を得たり生かしたりしながら、漢
字の書（楷書）について学習する。
　（１）臨書　（２）鑑賞　（３）創作

３　知識や技能を得たり生かしたりしながら、漢
字の書（行書）について学習する。
　（１）臨書①　（２）鑑賞①

１　中学校国語科書写からの円滑な接続を図る
とともに、見通しをもって学習に取り組めるよう、
芸術科書道の学習内容を理解する。
２　文字の歴史的変遷や書の伝統と文化につい
て理解するとともに、臨書と鑑賞を通して字形や
用筆、紙面構成の基礎・基本を学び、身に付け
た知識・技能を生かして創作できる。また、創作
作品を相互鑑賞し、各作品の価値や表現の多
様性など感じ取ったことを言葉で表現する力を
身に付ける。
３　「行書」の分野について、２同様の内容を身
に付ける。

３　１学期に続き、知識や技能を得たり生かした
りしながら、漢字の書（行書）について学習す
る。
　（１）臨書②　（２）鑑賞②　（３）創作
４　知識や技能を得たり生かしたりしながら、仮
名の書について学習する。
　　○　篆刻・刻字の学習
５　知識や技能を得たり生かしたりしながら、仮
名の書について学習する。
　（１）臨書　（２）鑑賞　（３）創作

３　「行書」の分野について、２と同様の内容を
身に付ける。
４　篆刻・刻字の歴史・文化について学び理解で
きる。書道における立体表現に触れ、必要な技
能を身に付ける。
５　仮名の成立、書の伝統と文化について理解
するとともに、臨書と鑑賞を通して字形や用筆、
紙面構成の基礎・基本を学び、身に付けた知
識・技能を生かして創作できる。また、創作作品
を相互鑑賞し、各作品の価値や表現の多様性
など感じ取ったことを言葉で表現する力を身に
付ける。



教科・科
目等

目標

使用教材

評価
方法

学期

1

2

3

学習上の
留意点

教科書　「教育出版　書道Ⅱ」
実技道具（大筆・小筆・仮名筆・各種紙・墨・硯など）

科目の年間授業計画（シラバス）

芸術：書道Ⅱ（選択） 単位数　２　単位　 履修年次　２　年次

書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や
書、書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を身に付ける。また、生涯にわたり書を愛好する心
情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創
造していく態度を身に付ける。

評価の観
点・評価
規準

（知識・技能） （思考・判断・表現） （主体的に学習に取り組む態度）

臨書や鑑賞を通して、書表現
の多様性について理解を深
め、表現するために必要な技
能を身に付け、表している。

意図に基づいて表現を工夫し
たり、作品や書の伝統と文化の
意味や価値を考えたりして、書
の良さや美しさを感じている。

書の創造的活動の喜びを味わ
い、書の伝統と文化に関心を
もって、主体的に表現や鑑賞の
創造的活動に取り組もうとして
いる。

３　知識や技能を得たり生かしたりしながら、漢
字仮名交じりの書について学習する。
　　⑴創作　　⑵鑑賞

４　創作した作品を、生徒相互で鑑賞する。
　　⑴生活や社会の中の書

３：⑴名筆や、現代の書の表現について学ぶ。
その後、目的、用途、意図に応じた全体構成を
創造的に考える。また、これまでに学習してきた
古典古筆の書風を基に、漢字と仮名の調和を
意識しつつ、自らの感興や意図に基づく創作表
現の実現に向けて、個性豊かな表現の創作が
できる。
３：⑵⑴での創作作品について鑑賞会を行い、
各作品の価値をさまざまな観点から根拠をもっ
て表現できる。
４：⑴生活や社会の中の書について知り、それ
らの効用と現代的意義ついて考え、表現でき
る。

・書道Ⅰを履修している者のみが受講できる。
・使用教材の準備、管理、片付けをしっかり行う。
・本講座授業時間中に限り、ジャージ等の汚れても良い服の着用ができる。

評価の観点・評価規準を踏まえ、古典の理解、技能、構成や表現の工夫、作品の鑑賞、相互評
価などの他、日々の授業態度、準備物・提出物の状況などを含め、総合的に評価する。

学習内容 学習のねらい

１　知識や技能を得たり生かしたりしながら、漢
字の書（篆書・隷書・草書）について学習する。
　　⑴臨書　　⑵鑑賞

１：⑴「漢字の書」の特質と歴史、および学習す
る各書体、古典の歴史と特徴について理解でき
る。その後、実技学習を通してそれらを踏まえ
た表現技能を身に付ける。
１：⑵⑴で学んだ古典の書風について鑑賞を行
い、作者の意図と表現の工夫について自分の
言葉で表現する。

１　知識や技能を得たり生かしたりしながら、漢
字の書（行書・楷書）について学習する。
　　⑴臨書　　⑵鑑賞

２　知識や技能を得たり生かしたりしながら、篆
刻を学習する。

１：学習する古典の歴史と特徴について理解で
きる。その後、実技学習を通してそれらを踏ま
えた表現技能を身に付ける。

２：篆刻の歴史・文化について学び理解できる。
その上で、実技を行うことで書道における立体
表現に触れつつ、印作りに必要な技能を習得
する。



教科・科
目等

目標

使用教材

評価
方法

学期

1

2

3

学習上の
留意点

実技道具（大筆・小筆・仮名筆・各種紙・墨・硯など）

科目の年間授業計画（シラバス）

芸術：実技書道（選択） 単位数　２　単位　 履修年次　３　年次

作品制作を通して、制作に関する見方・考え方を働かせつつ活動することで、よりよい制作に必
要な能力を次のとおり育成する。
⑴作品改良に必要な知識について理解をするとともに、書の伝統に基づき、作品改良に必要な
技能を身に付ける。
⑵作品の課題点を考え、表現を工夫したり、各書作品の良さや美しさを深く味わったりすることが
できる。
⑶生涯に渡り書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造して
いく態度を養う。

評価の観
点・評価
規準

（知識・技能） （思考・判断・表現） （主体的に学習に取り組む態度）

書のよさや美しさを感じとり、感
性を働かせながら、自らの意図
に基づいて構想し、表現を工夫
している。

創造的な書表現をするために、
書の伝統と文化の価値を考
え、書のよさや美しさを幅広く
理解し、効果的な表現の技能
を身に付け表している。

書の創造的活動の喜びを味わ
い、書の伝統と文化に関心を
もって、主体的に表現や鑑賞の
創造的活動に取り組もうとして
いる。

５　表具作業②を行う。 ５　４に引き続き、卒業発表会に向けて展示の
準備を行うことで、生涯に渡り書を愛好する心
情を一層醸成できる。

・使用教材の準備、管理、片付けをしっかり行う。
・本講座授業時間中に限り、ジャージ等の汚れても良い服の着用ができる。

評価の観点・評価規準を踏まえ、古典の理解、技能、構成や表現の工夫、作品の鑑賞、相互評
価などの他、日々の授業態度、準備物・提出物の状況などを含め、総合的に評価する。

学習内容 学習のねらい

１　基本的な筆づかいを復習する。

２　卒業発表会に向けた作品制作（少字数①）
を行う。

１　卒業発表会用の作品制作の構想、計画に
向けて基本的な筆づかいを理解できる。
２　１で学んだ内容を基に、今後１年間で学習す
る古典、古筆、名筆を選択できる。次に、選択し
た古典について歴史・特色等のさまざまな観点
から知識・理解を深める。その後、各観点の特
色を生かして少字数作品を創造的に表現する
技能を身に付ける。同時に、作品の課題点を考
え、表現を工夫したり、各書作品の良さや美しさ
を深く味わったりすることができる。

３　卒業発表会に向けた作品制作（少字数②）
を行う。

４　表具作業①を行う。

３　２での活動から引き続き、各観点の特色を
生かして少字数作品を創造的に表現する技能
を身に付ける。同時に、作品の課題点を考え、
表現を工夫したり、各書作品の良さや美しさを
深く味わったりすることができる。
４　卒業発表会に向けて展示の準備を行うこと
で、生涯に渡り書を愛好する心情を一層醸成で
きる。



教科・科
目等

目標

使用教材

評価
方法

学期

1

2

3

学習上の
留意点

実技道具（鉛筆・筆ペン・小筆・各種紙・墨・硯など）

科目の年間授業計画（シラバス）

芸術：実用書道（選択） 単位数　２　単位　 履修年次　３　年次

硬筆や筆ペンを使用し、生活や社会の中の実用的な場面で生かすことができる書や、その文化
と関わる資質・能力を育成するとともに、それらを活用して自らの人生を豊かにする態度を養う。

評価の観
点・評価
規準

（知識・技能） （思考・判断・表現） （主体的に学習に取り組む態度）

実用書に適した文字の美しさを
知り、基本的な筆づかいを意識
しながら、自らの意図に基づい
て表現を工夫している。

書の伝統と文化の価値を考
え、生活に身近な書のよさや美
しさを幅広く理解し、効果的な
表現の技能を身に付け表して
いる。

書の創造的活動の喜びを味わ
い、書の伝統と文化に関心を
もって、主体的に表現や鑑賞の
創造的活動に取り組もうとして
いる。

５　作成した作品を相互に鑑賞する。 ５　文字や書の価値を踏まえ、相互にその良さ
や美しさを味わうとともに、感性を高めることが
できる。

・使用教材の準備、管理、片付けをしっかり行う。
・本講座授業時間中に限り、ジャージ等の汚れても良い服の着用ができる。

評価の観点・評価規準を踏まえ、技能、構成や表現の工夫、作品の鑑賞、相互評価などの他、
日々の授業態度、準備物・提出物の状況などを含め、総合的に評価する。

学習内容 学習のねらい

１　書の文化と生活について学習する。
　

２　楷書を用いた実用文書の書き方について学
習する。

１　手紙文や葉書、封書、履歴書など、実生活
や実社会における書の伝統や文化について理
解できる。

２　硬筆を用いて楷書の正しい書き方を身に付
け、手紙文や履歴書などの実用的な文書を作
成できる。

３　行書を用いた手紙や季節の便りの書き方に
ついて学習する。

４　筆ペンを用いた熨斗袋等の書き方について
学習する。

３　硬筆を用いて行書の正しい書き方を身に付
け、手紙文や年賀状、通信文などの実用的な
文書を作成することができる。

４　筆ペンを用いて、祝儀袋や香典袋への記名
など、冠婚葬祭の場面で生かせる書の知識や
技術を身に付けることができる。


